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೶෱࿈ܞのྺ࢙ͱ৽ͨͳϑΣʔζ 
ᴷٛ޿の೶෱࿈ܞͱ「ゆΔ΍͔೶ۀ」΁のల։ᴷ

ௐࠪ研究部 ᖛాɹ݈࢘

໨ɹ࣍
̍ɽ͸͡めに
̎ɽ͜の 10 年ؒのಈ޲
̏ɽٛ޿の農福連携と͸
̐ɽゆる΍͔農業
̑ɽ౦日本大震災、コロナՒを超͑て
̒ɽ࣍へのϑΣーζ

ΞϒετϥΫτ
農福連携͸͜の10年ؒにಈき出し޿がͬたɻ農福連携と͍͏言༿が出

現し、ͦ のఆٛがな͞Εたɻ·た農福連携を޿げる͍Ζ͍Ζな事業、ࡦࢪ、
ϝディΞ、関܎団ମ・関܎者などのಈきがあͬたɻ͞·͟·な関܎団ମ・
関܎者が連携͢る͜とで、·たͦΕͧΕの関܎団ମ・関܎者が主ମ的に
実͢ࢪる͜とで農福連携のऔ組みが全国へීٴして͍く͜ととなͬたɻ

本ߘ͸、ͦ͏した 10 年ؒのಈ޲を中৺に֓͢؍ると共に、農福連携
のޙࠓのల開として、ٛ޿の農福連携である「農」および「福」の޿が
り、ͦして農福 � Ћ連携に͍ͭてࣔ͢ものであるɻ͞Βに「ゆる΍͔農
業」を௨͡たো֐者ͩけでなく、高齢者΍生活困窮者΍ܐ༨者などのଟ
༷な人ʑの社会ࢀՃ・ܦ済的自立に͍ͭても言͢ٴるɻ

ͦして農福連携͸、୯に農業αイυと福祉αイυの՝୊を解ܾ͢る
ので͸なく、౦日本大震災΍コロナՒを超͑、ޙࠓのզʑの新し͍生
き方΍͑ߟ方などの一ͭのಓےをࣔ͢ものであるɻ͜͏した中で、農
福連携͸福祉αイυでの޿がり、農業αイυでの޿がりのϑΣーζ͔
Β国ຽ・地域ͦして世界への޿がりのϑΣーζが期待͞Εるɻ

Ωʔϫʔυ
の農福連携、農福ٛ޿ � Ћ連携、農福঎޻連携、ゆる΍͔農業、Ωϣーυー者
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̍.͸͡Ίʹ

ো֐者が農業生࢈にै事͢る「農福連携」のऔ組みが、ۙ年、福祉および農
業の現৔を中৺に急଎に拡大して͍るɻ͜͏したಈき͸͜の 10 年΄どのؒに
ू໿͞Εるɻ

ච者が農福連携の研究を࢝めたの͸ 2004 年であるɻো֐福祉αーϏス事業
所の現৔の՝୊に対応してཉし͍と͍͏૬ஊがあͬたためで、ͦΕ͸地方のあ
る事業所におけるো֐者の޻௞（͍Θゆる月ֹ௞金）を޲上ͤ͞た͍と͍͏͜
とであͬたɻͦ͜で実ࡍに福祉の現৔に入ると、ো֐者の௿͍ब業率と௿͍௞
金の࢓事と͍͏ঢ়گがあͬたɻ一方、ͦの事業所のपล地域にお͍て͸農業生
にあͬたɻͩが、同͡地域にありなگに͔͔る労働ྗと୲͍खがෆ足͢るঢ়࢈
がΒ૒方がܨがる͜と͸গな͔ͬたɻͦ͜で྆者を連携ͤ͞Ε͹、૒方が୯な
るউͪෛけを超͑たͤ޾を感͡る「)BQQZô)BQQZ」になると͑ߟ、農業ʷো
者に関͢る͞·͟·な実態ௐࠪを͢͢める͜ととしたɻ֐

ͩが、౰࣌͸·ͩ農福連携のऔ組み、ͦして͞·͟·な農と福を連携ͤ͞た
औ組み͸各地にখ͞く఺ࡏして͍るঢ়گであͬたɻͦ͜で、農福連携における
現৔՝୊をௐࠪ研究によͬて໌Β͔にし、͞Βにできるݶりͦの՝୊を解ܾし、
にऔり組Ή͜ととしたɻしたがͬて、農福連携を「఺」͔Β「ઢ」ͦしてٴී

「໘」に͢るために、اը・ॿ言・͙ܨ等のϓロデュースにもऔり組Μͩɻ
「研究͸研究のために͢るので͸なく、世のためになるもの」を໨ࢦし、世の

ためになる研究にऔり組Μͩɻ研究を地域΍社会とઈ͑ͣ݁びͭけ、研究成果
をඞͣϑィーυόοΫしたのであるɻͦの܁りฦしが、国΍都ಓ府県΍ࢢொଜ
などの行੓、ϝディΞ、ো֐福祉αーϏス事業所、農業関܎者、͞Βに͸͞·
͟·な協ྗ者・ࢀը者との৴པ関ܨ・܎がりを生み、ֶ׭࢈連携ͦして農福連
携の全国ීٴを実現したɻ

本ߘで͸、ͦ͏した「農」と「福」、ಛに農福連携の 2010 年͔Β 2020 年·
での 10 年ؒのྺ࢙に͍ͭて、農福連携に͔͔る事業、ࡦࢪ、औ組みなどを中
৺に֓͢؍るɻͦしてޙࠓ、໨͢ࢦ新たなϑΣーζに͍ͭてهして͍くもので
あるɻ

創立30周年記念論文集 一般社団法人JA共済総合研究所（https://www.jkri.or.jp/）
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̎.͜の �0 年ؒのಈ޲

ᾇɹʮ೶ʯͱʮ෱ʯͷ࿈ܞʹؔ͢Δऔ૊Έ
一部の農Ոで͸、ੲ͔Βো֐者も労働ྗとして農࡞業にै事してきたɻো

΍発ୡ֐で͍͏ਫ਼ਆোࡏ୅͸、現࣌者と݈ৗ者のઢ引きが؇΍͔であͬた֐
ো֐等を༗͢る者もՈ଒の一һとして働͍て͍たɻ中に͸Ո଒Ҏ֎のো֐者
をॅみࠐみで、受け入Εてきた農Ոもあͬたɻ

·た、ো֐福祉αーϏス事業にお͍てো֐者が農業生࢈にै事͢ると͍͏
औ組み͸ 50 年Ҏ上のྺ࢙があるɻಢ໦県足རࢢの社会福祉法人͜͜Ζみる
会で͸、ͦの創立者の川ాঢࢯがಛ別支援ֶڃのڭһ࣌୅の 1958 年に、ো
ޙ業を行ͬて͍るɻͦの࡞生ెと共に෤ಒാを開ࠖし農ͭ࣋を֐ 1969 年に
஌的ো֐者ߋ生ࢪઃとしてのೝఆを受け、෤ಒおよび௣୛の࠿ഓを中৺にし
た農࡞業を中度・ॏ度等の஌的ো֐者が行ͬたɻ͜Ε͸よりॏ度の஌的ো֐
者が͜͏したॏ労働にै事できる͜とをࣔ͢ものとなͬたɻ

1990 年ࠒより医ྍおよび福祉関܎者が中৺となͬて、「Ԃܳྍ法」として
Ԃܳによる医ྍ΍ϦϋϏϦテーγϣン等に͔͔るέΞ活ಈのऔ組みが޿がり、
ͦのޙも「Ԃܳ福祉」「ιーγϟルϑΝーϜ（社会的農業）」「άϦーンέΞ」

「έΞϑΝーϜ」「ো֐者ब農」「Ϣニόーαル農業」などの͞·͟·なऔ組み
が行ΘΕる͜とになͬたɻ

͜͏した中で、ো֐者が農業生࢈にै事͢ると͍͏「農福連携」が͜の 10
年΄どのؒに޿がͬたɻ

ᾈɹʮ೶෱࿈ܞʯͷ͕޿Γ
➳ɹ「農福連携」と͍͏༻ޠ

ো֐者が農業生࢈にै事͢る農業と福祉を連携ͤ͞たऔ組みを、༻ޠ
「農福連携」としてॳめて༻͍たの͸ௗऔ県のো֐福祉୲౰部ॺであるɻ
2009 年度に「ௗऔ発 � 農福連携モデル事業」を実ࢪし、ௗऔ県における農
業΍ਫ࢈業などとো֐福祉αーϏス事業所との連携に͍ͭて঺հ͢る事ྫ
ूを発行して͍るɻͦのޙ、͍く͔ͭの地方にお͍て「఺」として「ো֐
者ब農」「Ϣニόーαル農業」「農福連携」などの言༿でऔ組みが行ΘΕたɻ

➴ɹ「農福連携」༻ޠのఆٛと࢖༻ܾఆ
ো֐者が農業生࢈にै事͢ると͍͏औ組みを「農福連携」とఆٛしたの

͸ 2015 年य़であるɻ農ྛਫ࢈省୲౰者、厚生労働省୲౰者、ච者などの
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関܎者がू·り、͜の༻ޠを共௨のものとしてීٴして͍く͜ととしたɻ
͜のときより農福連携を分͔り΍͢くप஌͢るため、͞Βにޙࠓのϒラン
ディンάを૝ఆし、ΧλΧナの「ϊウϑΫ」も༻͍る͜ととしたɻ

➵ɹ農業と福祉の連携の޿がり
農業と福祉を連携ͤ͞たऔ組みが大きくಈき出͢͜とになͬたの͸、ච

者とಛఆඇӦར活ಈ法人日本セルϓセンλーとの出会͍であるɻ日本セル
ϓセンλー͸、全国のো֐福祉αーϏス事業のब労に͔͔る事業（主とし
てब労ܧଓ支援事業 A 型事業・ब労ܧଓ支援事業 # 型事業）を実͢ࢪる事
業所が会һとなͬて͍る全国組৫であるɻ

·ͣ͸日本セルϓセンλーに͜のऔ組みのҙٛに͍ͭてཧ解してもΒ͏
͜ととし、共にऔ組みをීٴして͍く͜ととしたɻ࣍に、2013 年度の農
ྛਫ࢈省の「都ࢢ農ଜ共生・対流総合対ަࡦ෇金の共生・対流ଅਐܭը事
業」のެืに関して、日本セルϓセンλーによる応ࡳをఏҊしたɻなͥな
Β日本セルϓセンλーが受託͢る͜とで、ো֐福祉αーϏス事業所へのप
஌が可能となる͔Βであるɻ·た農ྛਫ࢈省としても新ن事業をઃけたが、
ͦの事業の主な対৅が高齢者・子ڙ・ো֐者等のための福祉農Ԃを੔උ・
ӡӦ͢る社会福祉法人΍ /10 法人などであͬたにも͔͔ΘΒͣ、福祉関
であͬたɻͦ͜でஶ者がگΒΕたঢ়ݶ者へのެืに関͢るप஌ルートが܎
厚生労働省のো֐福祉୲౰部ॺへ本事業に͍ͭてઆ໌し、厚生労働省に農
ྛਫ࢈省事業に͍ͭてのप஌をଧ਍したɻͦの݁果、都ಓ府県のো֐福祉
୲౰部ॺへ農ྛਫ࢈省の事業がप஌͞Εる͜ととなり、͞Βに日本セルϓ
センλーの年 1 回の全国研究大会にお͍て、2 年連ଓで農業と福祉の連携
が、主たるテーϚの一ͭとしてऔり上げΒΕる͜ととなり、ͦして農ྛਫ
福祉αーϏス事業所へप஌֐省の事業に͍ͭても、会һである全国のো࢈
͞Εる͜ととなͬたɻ

創立30周年記念論文集 一般社団法人JA共済総合研究所（https://www.jkri.or.jp/）
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（ද�）೶෱࿈ܞʹؔ͢Δओͳࡦࢪɾۀࣄɾऔ૊ΈͳͲͷಈ޲
೥ ओなࡦࢪɾ事ۀɾ取૊Έなど

2008೥ ೶ྛਫ࢈লʮ೶ଜੜ׆૯合ௐࠪڀݚ事ۀʯ
2009೥ 鳥取ݝʮ鳥取ൃʂ೶福࿈ܞϞσϧ事ۀʯ࣮ࢪ
2010೥ ೶ྛਫ࢈লʮঁੑɾ高ྸऀ౳׆ಈ支ԉ事ۀʯ։࢝
2013೥ ೶ྛਫ࢈লɾްੜ࿑ಇলʹΑΔࢠ࡭ʰ福ࢱ෼໺ʹ೶ۀを WFS1ʱ͕ൃߦ

೶ྛਫ࢈লʮ౎ࢢ೶ଜڞੜɾରྲྀ૯合ରࡦ事ۀʯʮʪ೶ʫ͋Δ฻Βしͮ͘り事ۀʯ։࢝
೶ྛਫ࢈লɾްੜ࿑ಇল౳ʹΑΔʮ医福৯೶࿈ܞ事ۀʯ։࢝
೔本ηϧϓηϯλʔڀݚେձʮ͔ͩࠓΒͦ࢝͜ΊΔ೶福঎޻࿈ܞʯをςʔϚʹ（6 ݄）

2014೥ ೶ྛਫ࢈ল೶ྛਫ࢈੓ڀݚࡦॴʮ೶ۀͱ福ࢱの࿈ܞʹؔ͢Δηϛφʔʯ։2）࠵ ݄）
೔本ηϧϓηϯλʔ全ڀݚࠃେձでʮh ೶ʱͱ福ࢱの࿈ܞϓϩδΣΫτのใ告ͱࠓ
後の取૊ΈʯをςʔϚʹ（6 ݄）

2015೥ ೶福࿈ޠ༺ʹܞ౷一（4 ݄）
೶ྛਫ࢈লʮʪ೶ʫの͋Δ฻Βしͮ͘り事ۀʯ͸ʮ౎ࢢ೶ػۀೳൃشରࡦ事ۀʯʹ
ൃలత解消
೶ྛਫ࢈লのॳʮ೶福࿈ܞϚϧγΣʯ։6）࠵ ݄）

2016೥ʮ೶福࿈ܞʹΑΔ障害ऀのब೶ଅਐϓϩδΣΫτʯ事ۀ։࢝
ްੜ࿑ಇলのॳʮ೶福࿈ܞϚϧγΣʯ։5）࠵ ݄）
੓෎ʮ೔本ڵ࠶ઓུ 2016ʯで೶福࿈ܞ౳ʹ取り૊Ή（6 ݄）
੓෎ʮχοϙϯ一ԯ૯׆༂ϓϥϯʯで೶福࿈ܞのਪਐ（6 ݄）
೶福࿈ܞ全ࠃαϛοτ JO Έ͑（11 ݄）

2017೥ 全ࠃ೶福࿈ܞਪਐٞڠձઃཱ（2 ݄）
೶ྛਫ࢈লʮ೶山ړଜৼަڵ෇ۚʯʹ͓͚Δʮ೶福࿈ܞରࡦʯͱしͯ事ۀ੔ཧ
内ֳ෎ɾ("1 ૯合ڀݚॴͱ審ࠪʹ͔͔Δҙ見ަ׵ձɺ障害ऀの͢ۀ࡞Δ೶৔審ࠪ
ʹؔ͢Δࢦಋһɾ審ࠪһ΁のप஌
੓෎ʮ未དྷ౤ࢿઓུ 2017ʯʹ೶福࿈ܞʹΑΔ障害ऀのब࿑支ԉをਪਐ（6 ݄）
೶福࿈ܞ全ࠃ౎ಓ෎ݝωοτϫʔΫઃཱ（7 ݄）
ˠ 40 ಓ෎ࢀ͕ݝՃɺ೶福࿈ܞの૭口ઃஔ
ॳΊͯの全ࠃςϨϏ์ૹͱしͯ /H, ҭςϨϏʮ広͕Δڭ l ೶福࿈ܞ zʕ৽しい地Ҭ
のΧλνʕʯ（7 ݄）

2018೥ ୈ 29 ճ全ंࠃい͢Ӻ఻ڝ૸େձでの೶福࿈ܞ঎඼のൢച（3 ݄）
/H, ҭςϨϏɹ57ڭ γϯϙδ΢Ϝʮ೶の福ྗࢱʯ（3 ݄）
ॳΊͯの全ࠃϥδΦ์ૹͱしͯ/H,ϥδΦɾϥδΦ深໷ศʮ೶福࿈ܞで地Ҭをݩ気ʹʯ（4݄）
ୈ1ճύϥɾύϫʔϦϑςΟϯά νϟϨϯδΧοϓ京౎での೶福࿈ܞ঎඼৯ࡐのఏ（5݄）ڙ
47 ౎ಓ෎͕ݝ೶福࿈ܞ౎ಓ෎ݝωοτϫʔΫʹࢀՃɺ૭口ઃஔ
೶ྛਫ࢈লʮ৯ྉɾ೶ۀɾ೶ଜനॻʯʹ೶福࿈ܞಛ集
๏຿লʮୈ 60 ճ全ڲࠃਖ਼లʯでの೶福࿈ܞ঎඼のൢച（6 ݄）
๏຿লʮ࠶൜๷ࢭγϯϙδ΢Ϝʯで೶福࿈ܞをجௐߨԋςʔϚʹ（7 ݄）
੓෎ʮ経ࡒࡁ੓ӡӦͱվֵのج本ํ਑ 2018ʯ（6 ݄）で೶福࿈ܞをؚΊͨब࿑ɾ
ࣾձࢀՃをଅਐ͢Δ
লୈڥ؀ 97 ճதԝڥ؀審ٞձɹ૯合੓ࡦ部ձでୈجڥ؀࣍ޒ本ܭըʹؔ͢ΔώΞ
Ϧϯάʹ͓いͯ೶福࿈ܞઆ໌（12 ݄）

2019೥ ̟̖全தの͔ࡾظ࣍೥ܭըʮୈ 28 ճ̟̖全ࠃେձ決ٞʯ（3 ݄）で೶福࿈ܞʹ取り૊Ή
̟̖全೶ʮ3 Χ೥ܭըʯ（3 ݄）で೶福࿈ܞʹ取り૊Ή
੓෎ʮಇ͖ํվֵ࣮ܭߦըʯ（3 ݄）で೶福࿈ܞʹΑΔ障害ऀのब࿑支ԉʹͭいͯ
全౎ಓ෎ݝでの࣮ࢪを໨͢ࢦ
ຽؒγϯΫλϯΫͱしͯॳΊͯ೶福࿈ܞをςʔϚʹγϯϙδ΢Ϝʮ̟̖ࡁڞ૯ݚη
ϛφʔʯ։3）࠵ ݄）
内ֳ෎ʹ೶福࿈ܞ౳ਪਐձٞઃஔ（4 ݄）
੓෎ʮ೶福࿈ܞ౳ਪਐϏδϣϯʯൃද（6 ݄）
೶福࿈ܞでੜ͞࢈Εͨ঎඼の +"S（ϊ΢ϑΫ +"S）認ূ։11）࢝ ݄）

2020೥ ೶福࿈ܞ౳ԠԉίϯιʔγΞϜઃཱ（3 ݄）
̟̖全தΑり೶福࿈ܞʹؔ͢Δʮ̟̖άϧʔϓํ਑ʯൃද（6 ݄）

（ग़య）චऀ࡞੒
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農ྛਫ࢈省の事業͸ݹく͸ 2008 年にܦӦہが「農ଜ生活総合ௐࠪ研究
事業」にお͍て『農業分野におけるো֐者ब労のख引き』を࡞成し、2010
ʙ 2013 年度に「ঁ性・高齢者等活ಈ支援事業」を実ࢪして͍るɻ͜Ε͸
ো֐者の農業分野でのब労に関͢るモデルͮくり、ূݕを行͏ものであͬ
たɻͦのޙ、ো֐者に関͢るものに͍ͭて͸所؅が農ଜৼ興ہへ移͞Ε、

「ʪ農ʫのある฻Βしͮくりަ෇金」「都ࢢ農ଜ共生・対流総合対ަࡦ෇金」
の中で新たに事業がスλートし、「ʪ農ʫのある฻Βしͮくりަ෇金」͸

「都ࢢ農業機能発ش対ࡦ」へ、͞Βに現「農ړࢁଜৼ興ަ෇金」における
「農福連携対ࡦ」へと発ల的解消をしてきたɻ·た農ྛਫ࢈省͸ 2013 ʙ
14 年に͔けて地方農੓ہ等の୯Ґに農業と福祉を連携ͤ͞るためのωοト
ϫーΫ΍協ٞ会をઃஔして͍ͬたɻͦして 2013 年より農ྛਫ࢈省と厚生
労働省が共同で࡞成して͍る冊子『福祉分野に農業を WFS1』が発行͞Ε、
·た農ྛਫ࢈省・厚生労働省等が連携͢る「医福食農連携事業」がスλー
トして͍るɻ

Ճ͑て、県などの主催͢るセミナー等でච者がߨԋ͢るとき͸、農ྛਫ
省の୲౰者が同行し事業આ໌を行ͬたɻ͜͏して福祉αイυが農業にऔ࢈
り組Ήҙࣝܒ発が͢͢Μͩɻ

ͦして国による全国イϕントがॳめて開催͞Εたのが 2015 年であるɻ農ྛ
ਫ࢈省の༧ࢉで農ྛਫ࢈省றं৔にお͍てো֐者が生࢈した農࢈෺を 4 事業
所がൢച͢る「農福連携ϚルγΣ」（͜Εが全国ن໛のॳϚルγΣ）が、農ྛਫ
年度に͸厚生࣍大ਉと厚生労働大ਉも出੮して྆省の共催で開催͞Εたɻ࢈
労働省がϚルγΣの༧ࢉをઃけ、༗ָொのӺલでより大ʑ的に開催した（16
事業所・団ମ等が出ళ）ɻ͞Βに厚生労働省͸、同年度に都ಓ府県を対৅と͢
る新ن事業「農福連携によるো֐者のब農ଅਐϓロδΣΫト」を開࢝したɻ

農ྛਫ࢈省が、現৔でো֐福祉αーϏス事業所等の「఺」が農業生࢈に
औり組Ήためのϋーυ΍農業生࢈等をֶͿためなどのιϑトの༧ࢉを੔උ
したɻͦΕに対して、厚生労働省͸都ಓ府県が農業と福祉を連携ͤ͞るऔ
組みをप஌͢るためのセミナー΍ϚルγΣ等を開催͢るための費༻、農業
ٕज़等のઐ໳஌ࣝを༗͢る人ࡐを事業所へ೿͢ݣる費༻、農࡞業受ҕ託の
ためのコーディωートのための費༻、͜ΕΒの実ࢪに͔͔る事຿費༻など
を༻ҙし（1 都ಓ府県౰たり໿ 230 ສ円ࢉ׵）、都ಓ府県のྔࡋで͞·͟
·な事業をできるよ͏にしたɻ͜Εによͬて「఺」を「ઢ」΍「໘」に͢
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るためのࡦࢪを੔උ͢る͜とができたɻ
͜͏して一ͭ͸ҙࣝܒ発͢るため、ೋͭに͸औり組Ήための༧ࢉが֬อ

͞Εたɻҙࣝܒ発に͍ͭて͸、ো֐者のब労支援を͢͢める全国団ମ΍都
ಓ府県΍農ྛਫ࢈省・地方農੓ہ等΍厚生労働省が中৺になͬて行͏と共
に、福祉新ฉ、ͦしてಛに日本農業新ฉが大きな໾ׂを果たしたɻͦして
ඞཁな機ց΍ࢪઃなどを੔උしたり、ඞཁな人ࡐを事業所等へ೿͢ݣるな
どの༧ࢉを֬อ͢る͜とで、ো֐福祉αーϏス事業所がऔり組み΍͍͢؀
を੔͑て͍ͬたのであるɻڥ

なお、྆省ともૣけΕ͹ 1 年で୲౰৬һがަ୅͢る͜ともあり、྆省の
るため、ຖ年、୲౰৬һ、৔合によͬ࣋͢ਪਐのモνϕーγϣンをҡࡦࢪ
て͸ہ௕・部௕・՝௕などにもՃΘͬてもΒ͍、͜Ε·でのऔ組みঢ়گと
՝୊、ޙࠓの方޲性΍ਐめ方などに͍ͭてච者がઆ໌しҙ׵ަݟを͢る
৔をઃけたɻ·た実ࡍに現৔をݟて、感͡る͜とが大੾である͜と͔Β、
2013 年度より関౦ݍの事業所へ྆省の୲౰者と共に࡯ࢹ・ௐࠪ等のスλ
ディπΞーを実ࢪしたɻ2016 年度に͸ܐ༨者΍৮法ো֐者の社会復ؼに
強͍関৺をͬ࣋て͍た法຿省にも੠͔けし、2018 年度に͸಺ֳ府および
Ճ͢る͜ととなͬたɻ͜͜に͸ࢀ省͔Βもڥ؀ 2 ʙ 4 社の新ฉ社もඞͣ同
行してもΒ͍、ه事としてࡌܝして͍ͬたɻ

͜͏して農福連携のಈきが࣋ଓ͔ͭ޿がり、Ճ଎͢る中で、2017 年 2
月に͸、国ຽ全ମのಈきと͢る΂く、農福連携をਪਐ͢るॳの全国団ମ

「全国農福連携ਪਐ協ٞ会」がઃ立͞Εた（現・一般社団法人日本農福連
携協会）ɻ国、地方自࣏ମ、農業関܎者・団ମ、福祉関܎者・団ମ、ا業、
研究者などのଟ༷な機関・団ମ・ઐ໳Ոで構成͞Εたɻͦしてͦの 5 ͔月
をઃஔし各都ಓ府県が連携してޱに͸、各都ಓ府県に農福連携の୲౰૭ޙ
農福連携を͢͢めて͍く農福連携全国都ಓ府県ωοトϫーΫがઃ立͞Εた

（ॳ年度͸ 40 ಓ府県、࣍年度に͸全都ಓ府県がࢀՃ）ɻ·た 2019 年 4 月
に総ཧ大ਉ׭ఛで಺ֳ府・農ྛਫ࢈省・厚生労働省・จ部Պֶ省・法຿省
が構成һとなͬた農福連携等ਪਐ会ٞが開催͞Ε、6 月に੓府として農福
連携をޙࠓ 5 年ؒ͢͢めて行くための「農福連携等ਪਐϏδϣン」がܝげ
ΒΕたɻ͜の中で、「ೝ஌度の޲上」「औ組のଅਐ」「औ組のྠの拡大」をਤ
る͜と、5 年ޙ·でに「農福連携等にऔり組Ή主ମを新たに 3
000 創出」
͢る͜と、各界関܎団ମがࢀՃ͢るコンιーγΞϜのઃ立、༏ྑ事ྫのද
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জなどを実͢ࢪるとして͍るɻ͜Εを受けて 2020 年 3 月に「農福連携
等応援コンιーγΞϜ」がઃ立͞Ε、װ事としてܦ済団ମ・地方団ମ・農
業団ମ・ྛ業団ମ・ਫ࢈業団ମ・福祉団ମ・法人ߋ生支援事業団などがू
·る͜ととなͬたɻ2021 年 3 月に͸農福連携にऔり組Ήো֐福祉αーϏ
ス事業所、農業者、中ؒ支援団ମ等を対৅とした全国දজࣜ「ϊウϑΫΞ
ϫーυ」が開催͞Εたɻ

全国農福連携ਪਐ協ٞ会͸、2017 年に 2020 年౦ژオϦンϐοΫ・ύ
ラϦンϐοΫの食ࡐఏڙに͔͔る಺ֳ府・関܎団ମとのҙ׵ަݟ・४උ、
ো֐者が࡞業͢る農৔での (A1 ৹ࠪに関͢る協ٞにऔり組Μͩɻ2018 年
に͸農福 �Ћ連携（ৄࡉ͸ޙड़）のऔ組みとして、農福スポーπ連携とし
て「第 29 回全国ं͍͢Ӻ఻ڝ૸大会」、「第 1 回ύラ・ύϫーϦϑティン
ά νϟレンδΧοϓژ都」などの全国大会で農福連携঎඼のൢച・食ࡐఏ
ژ発イϕント「Ξースデイ౦ܒに関͢るҙࣝڥ連携として؀ڥ農福؀、ڙ
2018」でのߨԋ΍農福連携঎඼のൢചを行ͬたɻͭ·り、農福連携に関
して農業と福祉の中にとど·るので͸なく޿く 13 し、͔ͭ (A1 ৹ࠪも
よりスϜーζにదਖ਼に行ΘΕる΂くௐ੔をਤり、新たな連携を͢͢めたɻ

➶ɹ「農福連携」としての޿がり
͜͏して農ྛਫ࢈省、厚生労働省が共に事業を実ࢪし、ো֐福祉αーϏ

ス事業所を中৺とした農業生࢈のऔ組み、「農福連携」が޿がͬて͍ͬたɻ
日本農業新ฉにお͍て「農福連携」をΩーϫーυに、ݟ出し・本จでの

（ද�）೔ຊ೶ۀ৽ฉͷ記ݟʹࣄΔʮ೶෱࿈ܞʯ༻ࡌܝޠ਺

全ࠃ൛ ϒϩοΫ൛ ౎ಓ෎ݝ൛ 合ܭ උߟ
2010೥ 1 2 0 3 鳥取ݝの取૊Έ͕3݅
2011೥ 2 4 0 6
2012೥ 0 0 0 0
2013೥ 3 9 0 12
2014೥ 41 24 0 65 全ࠃ൛26ճ͸ίϥϜ࿈載
2015೥ 19 39 1 59
2016೥ 30 72 0 102
2017೥ 39 114 8 161
2018೥ 71 203 15 289
2019೥ 146 268 29 443
2020೥ 135 317 44 496

（ग़య）චऀ࡞੒（೔本೶ۀ৽ฉσʔλϕʔεΑり）

創立30周年記念論文集 一般社団法人JA共済総合研究所（https://www.jkri.or.jp/）



24

਺をࡌܝ事ه 1 月 1 日ʙ 12 月 31 日の 1 年୯Ґで 2010 年より 2020 年
·でΧウントしたものがද� であるɻ
「農福連携」と͍͏言༿が、2010 年 1 月 8 日にௗऔ県の事業としてϒ

ロοΫ൛（ϫイυ 1 中国࢛国໘）でॳめて঺հ͞Εたɻ同年 2 月 17 日に
全国൛（社会໘）でొ৔して͍るɻ

2014 年に͸全国൛で 41 回͞ࡌܝΕた（͏ͪ 26 回͸JA໘でのコラ
Ϝ連ࡌ「農福連携ɹ高·る期待（ච者ࣥච）」）ɻ·たϒロοΫ൛にお͍て
もҙࣝܒ発等のためのγンポδウϜ・セミナー・研म会・ใࠂ会・ަ流会
等 7 ݅、連ࡌが 3 ݅、ͦの΄͔事業・事ྫ等঺հなど 14 ݅となͬて͍るɻ
2016 年͸ϒロοΫ൛が͞Βに大きく૿͑、研म会等のҙࣝܒ発 27 ݅（農
福連携のための୯ಠ研म会等 19 ݅）、ͦの΄͔事業・事ྫ等঺հなど 45
݅となͬて͍るɻ2017 年͸都ಓ府県൛が大きく૿͑、事業・事ྫ等঺հ
などが 7 ݅、研म会等 1 ݅になͬて͍るɻ

全国൛͸、2017 年͔Β 2018 年͸ 39 ͔݅Β 71 ݅へと 1�8 ഒ、2018
年͔Β 2019 年͸ 71 ͔݅Β 146 ݅へと 2�1 ഒになͬて͍るɻϒロοΫ൛
も 2015 年͔Β 2020 年·で 1�8 ഒ、1�6 ഒ、1�8 ഒ、1�3 ഒ、1�2 ഒと
ຖ年大きく૿͑て͍るɻ

͜のよ͏にみて͍くと、ॳ期「2010 年ʙ 2013 年」͸事業・事ྫ等঺
հが͞ݟࢄΕるఔ度であͬたが、中期「2014 年ʙ 2016 年」になると、
事業・事ྫ等঺հにՃ͑ҙࣝܒ発などのためのイϕントに関͢るه事が૿
͑たɻલड़したよ͏に国として全国イϕントの開催、厚生労働省による新
期࣌等のセミナー・スλディπΞーがスλートしたہ事業、地方農੓ن
であるɻ·た 2016 年に͸ࡾॏ県にお͍てॳめての農福連携全国αミοト

も開催͞Ε、੓府͸「日本再興ઓུ（ॏ県主催ࡾ） 2016」、「ニοポン一億
総活༂ϓラン」に農福連携のਪਐを੝りࠐΜͩɻ

期「2017ޙ 年ʙ 2020 年」͸、͞·͟·なಈきがՃ଎、拡大して͍ͬ
た࣌期であるɻલड़の௨り、全国農福連携ਪਐ協ٞ会΍農福連携全国都
ಓ府県ωοトϫーΫがઃ立、2017 年に͸ॳめての全国テレϏ์ૹとなる
/), が์ૹ「がるʠ農福連携ʡʕ新し͍地域のΧλνʕ޿」ҭテレϏڭ
͞Εたɻ·た੓府͸「ະདྷ౤ࢿઓུ 2017」にも農福連携のਪਐを੝りࠐ
Μͩɻ2018 年に͸、全国ラδオ์ૹとして /), ラδオ・ラδオਂ໷ศ

「農福連携で地域を元ؾに」が์ૹ͞Ε、農ྛਫ࢈省͸「食ྉ・農業・ന
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ॻ」に農福連携ಛूを組Μͩɻ法຿省͸農福連携をجௐߨԋテーϚに「再
൜๷ࢭγンポδウϜ」を開催し、全国ڲਖ਼లにお͍て農福連携঎඼のൢച
を実ࢪしたɻڥ؀省͸第جڥ؀࣍ޒ本ܭըの࡞成（農福連携を੝りࠐΉ
΂く）に޲け「第 97 回中央ڥ؀৹ٞ会ɹ総合੓ࡦ部会」にお͍て農福連
携に関͢るώΞϦンάを行ͬたɻ੓府͸「ܦ済ࡒ੓ӡӦと改革のج本方
਑ 2018」にも農福連携のਪਐを੝りࠐΜͩɻ2019 年に͸JA共済総合
研究所͸ຽؒのγンΫλンΫとしてॳめて農福連携をテーϚにγンポδウ
Ϝ「JA共済総研セミナー」を開催し、同年JA全中およびJA全農が 3
͔年ܭըに農福連携にऔり組Ή͜とをܝげたɻཌ年に͸JA全中がJAά
ルーϓの農福連携に関͢る方਑を発දしたɻ

·た 2017 年Ҏ߱、都ಓ府県ஈ֊でのऔ組みがՃ଎して͍るɻ͜Ε·で
都ಓ府県が農福連携にऔり組Ή৔合、厚生労働省の༧ࢉが主であり、͜Ε
に自࣏ମ୯ಠ༧ࢉをՃ͑るなどしてきたが、2020 年度͔Β͸͞Βに農ྛ
ਫ࢈省も都ಓ府県がऔり組Ή事業に対しても༧ࢉを֬อした͜と͔Β、各
都ಓ府県でのऔ組みが͜Ε·でҎ上に活性化しͭͭあるɻه事のϒロοΫ
൛΍都ಓ府県൛のه事が૿Ճして͍るのも͜͏した͜とがཁҼの一ͭにあ
げΒΕるɻ

厚生労働省͸ϓロδΣΫト༧ࢉの拡大をਤり 1 県໿ 600 ສ円へと拡ॆを
ਤり、農ྛਫ࢈省͸農福連携対ࡦとして໿ 10 億円へ拡ॆし、対৅も社会
福祉法人΍ຽؒا業にՃ͑農業法人΍都ಓ府県等へとよりଟくの関܎団ମ
΍機関も活༻できるよ͏にしたɻ

ͱ͸ܞの೶෱࿈ٛ޿.３

農福連携に͸ٛڱの農福連携と、ٛ޿の農福連携があるɻ͜Ε·でऔり組·
Ε、޿がりをͤݟてきたの͸ٛڱの農福連携、͍Θゆるো֐者が農業生࢈にै
事͢るものであるɻͦして本ߘにお͍てલड़してきたもの͸、ٛڱの農福連携
であるɻ

の農福連携をٛڱ、げた連携であり޿の農福連携と͸「農」と「福」をٛ޿
拡大および発లͤ͞た農福 �Ћ連携をؚΉものとなるɻ対৅・主ମ͸、ো֐者
にՃ͑、高齢者・生活困窮者・生活อޢ受څ者・ܐ༨者などとなるɻ໨的も、
ब労・ब労܇࿅にՃ͑、生きが͍ͮくり・社会ࢀՃ・έΞ・レΫϦΤーγϣン
などに޿がるɻ
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（ද3）ٛڱͷ೶෱࿈ܞͱٛ޿ͷ೶෱࿈ܞ

ର৅ɾओମ ෼໺ ໨త

ܞの೶福࿈ٛڱ 障害ऀ ೶ۀ ब࿑ɺब࿑܇࿅

広ٛの೶福࿈ܞ
（೶福 �Ћ࿈ܞをؚΉ）

障害ऀɺ高ྸ
ऀɺੜځࠔ׆
ऀɺੜ׆อޢ
डऀڅɺܐ༨
ऀなど

೶ྛਫۀ࢈ɺΤωϧ
Ϊʔۀ࢈ɺۀ޻ɺ঎
ɺ医ۀɺαʔϏεۀ
療αʔϏεۀɺ福ࢱ
αʔϏεۀなど

ब࿑ɺब࿑܇࿅ɺࣾձ
Ճɺੜ͖͕いͮ͘ࢀ
りɺ݈ͮ͘߁りɺϦϋ
ϏϦςʔγϣϯɺϨΫ
ϦΤʔγϣϯなど

（ग़య）චऀ࡞੒

ᾇɹʮ೶ʯͱʮ෱ʯΛͨ͛޿࿈ܞ
➳ɹ「農」

͔ͭて農ຽ͸「ඦ੏」とݺ͹Εてきたɻ「ඦ੏」͸「ݹく͸ਉ、連など਺
ेछの੏（͔͹Ͷ）をもͭ͢΂ての人ຽを͞し、「おおみた͔Β」「ͻΌく
͍ͤ」と͍͍、大化改新Ҏ߱͸ެຽを͞したɻ཯令制Լの౔地ެ༗制がく
ͣΕ、ࢲ༗制がల開͞ΕるにͭΕて、ඦ੏͸農ຽをҙຯ͢るよ͏になり」

（ϒϦλニΧ国ࡍ大ඦՊ事య খ߲໨事య）、ͦのޙωΨティϒなҙຯもͭ࣋
よ͏になͬたが、౰ॳ͸͞·͟·な੏をͭ࣋͢΂ての人ຽと͍͏ҙຯであ
り、ͭ·り͞·͟·な࢓事をͭ࣋人ʑであͬたと͍͑るɻ

高度ܦ済成௕期のલޙ·で、ଟくの農ړࢁଜで͸「ඦ੏」͸ถ、野ࡊ、
果෺、Ֆ、Ωϊコྨ、܂の༿などを生࢈し、ڇ΍ܲなどをͬࣂたɻ·たւ
のۙくで͸農࢈෺の生࢈の΄͔ڕ΍֋΍ւ૶などをとͬたɻࢁで͸ॅډ΍
Ոࡒಓ۩のための໦をҭてെ࠾し༻ࡐを࡞り、਋をूめたり、໦をെ࠾し
୸をͬ࡞たɻՈの中で͸、ຯ઻΍௮෺΍ׯ෺などのՃ޻食඼をͭくり、Χ
イコをͬࣂてݜを੡造したɻ࿴΍஛を༻͍て、૲᯷΍᝷などを੡造したɻ
͞Βに͜͏して生࢈したもの͸自Ո消費͢るͩけでなく、ަ׵、ଃ༩ͦし
てൢചも行ͬたɻ

ͭ·り、「ඦ੏」͸現୅で͍͏農業・ྛ業・ړ業・ΤωルΪー࢈業・食඼
Ճ޻・໦ࡐՃ޻・ਫ࢈෺Ճ޻・ൢചを行ͬたɻ第一࢈࣍業（͜͜で͸όイ
オϚスΤωルΪー࢈業ؚΉ）� 第ೋ࢈࣍業 � 第࢈࣍ࡾ業を行ͬてきたと͍
͑るɻ

͜のよ͏にみて͍くと、「ඦ੏」と͍ͬた人ʑ͸実に͞·͟·な࢓事をし
てきた人ʑである͜とが分͔るɻ「農」を͜͏した人ʑの࢓事として͑ߟる
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と、農福連携の「農」͸農ྛਫ࢈෺・ΤωルΪーの生࢈と͍ͬた第一࣍生
業、ൢചなどの঎業、ͭ·り޻等の੡造と͍ͬたࡐ食඼・໦、࢈ 6 業࢈࣍
と͍͑るɻ͞Βに͜ΕΒにՃ͑、ਫా΍৿ྛの؅ཧによͬてਫݯᔻཆ機能
΍౔่࠭Ε๷ࢭ機能等のڥ؀อ全機能を発شし、ͦして「農」͸ڭҭ΍จ
化の創造にも大きな機能を果たしてきたଆ໘もあるɻ
「農」͸元དྷ、自વの中で人ؒが生きるために自વをར༻し、ཬࢁのよ͏

なଟ༷な自વを創造してきたखஈであͬたɻͦΕが分業΍効率化が͢͢Ή
中で、෺࣭的な豊͔͞を実現し、より効率的になり、第一࢈࣍業・第ೋ࣍
の分அなغ消費・ഇ・࢈Ӧ・労働の分அ、生ܦ、業の分அ࢈࣍ࡾ業・第࢈
ど、͞·͟·なものが分அして͍ͬたɻ

農福連携に期待͞Εるの͸、͜の分அ͞Εたものをࠓ日的に再݁合して
͍く͜とであるɻ

➴ɹ「福」
「福」͸ٛڱで͸ো֐者にݶఆ͞Εて͍るが、ٛ޿で͸高齢者、生活困窮

者、生活อޢ受څ者、ニート、引き͜もり、ܐ༨者、移ຽ、子どもなど、
͍Θゆる社会的ऑ者΍社会的にෆརな立৔にある人ʑ΍生きͮΒ͞を๊͑
た人ʑ（ҎԼ、Ωϣーυー者と͢る）がؚ·Εるɻ

͜͏した人ʑ͸現ࡏ、ো֐者໿ 1
000 ສ人、高齢者໿ 3
600 ສ人、生
活อޢ受څ者໿ 200 ສ人であり、ͦのଞの生活困窮者などをؚめると、
5
000 ສ人を超͑て͍ると͑ߟΒΕるɻͭ·りզが国の͜のよ͏な福祉の
対৅となる人ʑが農福連携の主ମとなりಘるɻ

͔ͭてのଜにお͍て͸、Ոに͸子ども、高齢者、ো֐者も共に฻Βしたɻ
ͦ͜で͸ͦΕͧΕが໾ׂをͪ࣋、生きてきたɻ

ઓͦޙしてಛに高度ܦ済成௕期に、農ړࢁଜ͔Β都ࢢへଟくのࡾ࣍உな
どが移ͬて͍ͬたɻ·た農業におけるۙ୅化が͢͢Ή中、௕உが実Ոの農
業を引きͬ࢒、͗ܧたՈ଒のো֐者͸社会อো制度が੔උ͞Εる中で、福
祉ࢪઃなどへ移る者も͍たɻՈに͸高齢者、௕உ෉්、子どもがͬ࢒たɻ
農ړࢁଜと都ࢢ͸、࣍第に分அ͞Εて͍く͜とになͬたɻՈにͬ࢒た௕உ
も出Ք͗΍݉業を行͏よ͏になり、子ども͸ֶߍ΍श͍事へ௨͏よ͏にな
り、Ոに͍るؒ࣌が減ͬたɻগ子高齢化の͢͢Ή農ړࢁଜで͸高齢世ଳが
૿Ճし、·た子ҭて͢る฼਌も地域でݽ立͢るよ͏になͬたɻ一方で、都
、立ݽ立、地域でݽにお͍てもগ子高齢化、֩Ո଒化が͢͢みՈఉ಺でࢢ
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ͦして社会͔Βݽ立͢る人ʑが਺ଟく出現͢る͜とになͬたɻւ֎͔Βの
移ຽ΍೉ຽもݽ立して͍るɻۙ年、զが国全ମで各分野にお͍て社会อো
制度が֬立͞Εͭͭあるが、制度のؒڱにある、各分野の制度ͩけで͸解
ܾできな͍໰୊があり、ͦ͏した中で生きる、͞·͟·な生きͮΒ͞を๊
͑る人ʑが͍るɻ

ͭ·り、「農」と同͡よ͏にՈ΍地域΍社会にお͍ても分அが生·Εて
͍ͬたのであるɻো֐者と݈ৗ者の分அ、子どもと高齢者の分அ、Ո଒の
分அ、Ո଒と地域の分அ、農ړࢁଜと都ࢢの分அなどであるɻ

農福連携͸社会อো制度の対৅者、͞Βに͸制度のؒڱにある人ʑが地
域΍社会、ͦしてՈ଒とも͏一度ࠓ日的にܨがり、໾ׂを果たͤるよ͏に
して͍く͜とを໨͢ࢦものであり、͞Βに͢΂ての人ʑが共に生きる͜と
を໨͢ࢦものであるɻ·た「農」と「福」も再݁合して͍くのであるɻ

ᾈɹ೶෱�Ћ࿈ܞ
➳ɹ農福঎޻連携のछྨ

農福 �Ћ連携͸ٛڱの農福連携を͞Βに発లͤ͞た連携であるɻྫ͑͹、
農福޻業連携、農福঎業連携、農福αーϏス業連携、農福঎޻連携、農福
連携、農福福連携などであるɻ͞Βにڥҭ連携、農福医ྍ連携、農福؀ڭ
ྛ福連携΍ਫ福連携などもあるɻ

۩ମ的に͸、農福޻（業）連携͸農࢈෺を生࢈、Ճ͢޻るɻ農福঎޻連
携͸農࢈෺を生࢈、Ճ޻、খചりなどを行͏ɻ農福αーϏス（業）連携͸、
農Ոຽധ、ޫ؍農Ԃ、農業ମݧ、ି農Ԃ、ަ流などがあるɻ͞Βにا業の
福ར厚生を農地で行͍、ͦの৔を؅ཧしαーϏスを͢るのがো֐福祉αー
Ϗス事業所であͬたり（農福έΞ連携とも͍͑る）、事業所が؅ཧ͢る農地
でόーϕΩューなどのレΫϦΤーγϣンαーϏスのఏڙを行͏͜とも͑ߟ
ΒΕるɻ

農福ڭ（ҭ）連携͸食ҭ΍食農ڭҭなどの΄͔、ಛ別支援ֶߍの生ెが
生࢈した農࢈෺を農業高ߍの生ెがൢച͢る、福祉ܥ大ֶと農ֶܥ大ֶが
連携͢る、農ֶܥ大ֶのะ৔੔උを地域のো֐福祉αーϏス事業所へҕ託
͢るなど͞·͟·な連携が͑ߟΒΕるɻ

農福医（ྍ）連携͸Ԃܳྍ法の΄͔、地域の医ྍ機関が地域のো֐福祉
αーϏス事業所が生࢈した農࢈෺をߪ入し、Ӄ಺レストラン΍ױ者への食
事の食ࡐとしてఏ͢ڙるɻある͍͸Ӄ಺にお͍て事業所の生࢈した農࢈෺
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をൢചできる௚ച所をઃஔ͢る͜と、Ԃܳྍ法を事業所の؅ཧ͢るാで行
ΘͤてもΒ͏͜となどが͑ߟΒΕるɻ

農福（ڥ）؀連携͸ো֐福祉αーϏス事業所がغ์࡞ߞ地となる可能性
のあるਫాを؅ཧしたり、事業所が農業ഇغ෺の再ར༻を行ͬたり、農福
連携で実͢ࢪる農業をオーΨニοΫ生࢈としたり、事業所が地域のਫ࿏を
อ全したり͢る͜となどが͑ߟΒΕるɻ

͜の΄͔農福福連携と͍͏ものもあるɻհޢ༧๷対৅の高齢農業者が事
業所の農業ٕज़ࢦ導を行͏͜と、൓対に農業ٕज़のあるো֐者が農業ະܦ
෺をデイαーϏスセ࢈した農࢈導を行͏͜と、事業所が生ࢦの高齢者にݧ
ンλーをར༻͢る高齢者が機能܇࿅として出ՙௐ੔を行͏͜と、հޢ༧๷
の高齢者がো֐者が生࢈した農࢈෺をௐཧ・ఏڙし子ども食堂をӡӦ͢る
͜となどが͑ߟΒΕるɻ

ྛ福連携で͸、බ໦ͮくり、২ྛ、除૲などの࡞業を事業所が行͏͜と、
ྛ地ࡐ࢒のยͮけ΍ॲཧなどの࡞業を৿ྛ組合等͔Β੥けෛ͏͜となどが
ΒΕるɻ͑ߟ

ਫ福連携で͸、ړ業者がਫ༲げしたڕ・֋・ւ૶などを事業所がՃ͢޻
る͜と、ߓでのਫ༲げ࡞業΍ړ۩のमཧなどړ業で͞·͟·な࡞業を事業
所が੥けෛ͏͜と、事業所がཆ৩を行͏͜となどが͑ߟΒΕるɻ

͞Βに͸農福ਫ連携、農福ྛ連携なども可能となΖ͏ɻ
➴ɹ農福঎޻連携のܗ態

͜の農福঎޻連携͸大きく 3 ͭのܗ態に分͔Εるɻ一ͭ͸ো֐福祉αー
Ϗス事業所΍ো֐者をޏ༻͢る農業法人等が事業所・農業法人಺にお͍て、
6 「連携޻事業所型農福঎」る、͍Θゆる݁͢׬連携を޻化ͭ·り農福঎࣍
であるɻも͏一ͭ͸地域の農業者・事業所・Ճ޻業者・খച業者等が͞·

（ද�）೶෱঎޻࿈ܞͷܗଶ

೶福঎޻࿈ܞ

事ۀॴܕ೶福঎޻࿈ܞ 障害ऀ͕ै事͢Δ事ۀॴɾ೶ऀۀ౳ʹ͓いͯ
ੜ࢈しͨ೶࢈෺の6࣍Խʹ取り૊Ήɻ

地Ҭܕ೶福঎޻࿈ܞ 地Ҭの೶ऀۀɾ事ۀॴɾՃऀۀ޻ɾখചऀۀ
౳͕࿈ܞし6࣍Խʹ取り૊Ήɻ

地Ҭ֎ܕ೶福঎޻࿈ܞ 地Ҭ֎の೶ऀۀɾ事ۀॴɾՃऀۀ޻ɾখചۀ
ऀ౳͕࿈ܞし6࣍Խʹ取り૊Ήɻ

（ग़య）චऀ࡞੒
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͟·な 6 ͔΄があるɻ͜の「連携޻地域型農福঎」化による連携を͢る࣍
に、地域֎の農業者・事業所・Ճ޻業者・খച業者等が͞·͟·な 6 化࣍
による連携を͢る「地域֎型農福঎޻連携」もあるɻ
͜͏した農福 �Ћ連携͸、地域の͞·͟·な関܎者΍団ମと共にऔり組Ή

ものとなり、·͞に地域全ମのऔ組みとなるɻ͜͜に͸͍Ζ͍Ζな࢓事があ
り、ଟ༷な人ʑが自分のద性΍޷み΍年齢΍৺਎ঢ়گ等に合Θͤબ୒͢る͜
とが可能となるɻ·たより高෇ՃՁ஋なものを地域にお͍て࡞り出͢͜とが
できるɻͦの݁果、より高͍௞金を実現͢る͜とも可能となるɻ͜Ε͸地域
全ମが地域に͍る͞·͟·な主ମ・対৅とܨがり、主ମ（ͦして対৅）が໾
ׂを果たし、地域を支͑ͭくるものとなるɻͦΕが͞·͟·な人ʑの社会ࢀ
ը、生きが͍ͮくり、݈ͮ߁くり、ऩ入になるɻ

農福 �Ћ連携が、൒農൒ 9 のΧλνをͭくり、地方創生のΧλνをͭくり、
新たな݉業（ྫ͑͹「農福݉業」、福祉と農業の݉業）のΧλνをͭくるであ
Ζ͏ɻ

̐.ゆΔ΍͔೶ۀ

ᾇɹ೶׆ۀಈͱʮΏΔ΍͔೶ۀʯ
の農福連携の農͸農業活ಈであるɻ農業活ಈ͸、大きくٛڱ 3 ͭに分͔Ε

るɻ一ͭ໨͸農業、ೋͭ໨͸「ゆる΍͔農業」、ͭࡾ໨͸農的活ಈであるɻ

（ද�）೶׆ۀಈͷؔΘΓํ

サービス・モノを受ける サービス・モノを提供する
（ग़య）චऀ࡞੒

一ͭ໨の農業͸ब農であり、農࢈෺を生࢈し、ͦの対Ձをಘる͜とが主な
໨的となるɻ
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ೋͭ໨の「ゆる΍͔農業」͸ゆる΍͔ब農であり、農࢈෺を生࢈し、ͦの
対Ձをಘるが、主な໨的͸݈ͮ߁くり・生きが͍ͮくり・社会ࢀՃなどとな
るɻ

໨の農的活ಈ͸業で͸なく活ಈ（αーϏスྉを支෷͍ར༻͢るαーϏͭࡾ
スであͬたり、झຯ・自څ・ϘランティΞなどの活ಈ）であり、農࢈෺を生
Ճ・ϦϋϏϦテーγϣン・レΫࢀくり・生きが͍ͮくり・社会ͮ߁݈、し࢈
ϦΤーγϣンなどが主な໨的となるɻたͩし、対Ձ・ँྱをಘる͜ともあるɻ

ো֐者・高齢者等の৺਎のঢ়گによͬて、ো֐者・高齢者等の農との関Θ
り方がҟなるɻ৺਎にॏ度なো֐΍࣬පを๊͑る৔合、農福連携の໨的͸農
的活ಈを௨͡たレΫϦΤーγϣンとなり、ͦの中でମをಈ͔͢͜とができる
৔合、ϦϋϏϦテーγϣン΍݈ͮ߁くりに݁びͭける͜ともできるɻ͜͏し
たέース͸、地域活ಈ支援センλー΍生活հޢαーϏス΍デイαーϏスセン
λー等におけるレΫϦΤーγϣン΍ϦϋϏϦテーγϣンにҐஔ෇けΒΕる͜
と͔Β、ར༻者͸αーϏスྉ金を支෷͏͜とになるɻ

৺਎にো֐΍࣬පが΄とΜどなく、ある͍͸あͬても軽度の৔合、໨的͸
農的活ಈを௨͡たϦϋϏϦテーγϣン、݈ͮ߁くり、生きが͍ͮくり、͞Β
に͸社会ࢀՃとなるɻझຯ΍ָしみ΍食ྉ自څとしてऔ組み、ඞͣしもऩ入
をಘる͜とを໨͢ࢦもので͸な͍ɻ

৺਎にো֐΍࣬පが΄とΜどな͍৔合、໨的͸農業を௨͡た݈ͮ߁くり、
生きが͍ͮくり、社会ࢀՃ、ब労等となるɻ͜Ε͸生活のためにऩ入をಘる
と͍ͬたもので͸なく、খ͍ݣఔ度のऩ入をಘΒΕΕ͹ྑく、ゆる΍͔にब
農͢るものであるɻ

৺਎にো֐΍࣬පが΄とΜどな͍、ある͍͸·ͬたくな͍৔合、໨的͸農
業を௨͡た社会ࢀՃ、ब労等になるɻऩ入をಘるためにऔり組Ή、ब農、͍
Θゆる一般ब労となるɻ

ͭ·り、৺਎にॏ͍ো֐΍࣬පを༗͢る৔合、ো֐福祉αーϏス΍հޢ
αーϏスのఏڙを受け農的活ಈにऔり組Ήが、ঢ়態がྑく元ؾになͬて͍け
͹、農業を行͍、農࢈෺をఏ͢ڙる͜とができるɻ

·た、ཁհޢೝఆ高齢者΍ॏ度のো֐者も৺਎のঢ়گによͬて͸、αーϏ
ス・モϊのఏڙを受けながΒαーϏス・モϊをఏ͢ڙる͜ともできるɻ

1990 年ࠒよりզが国で޿がりをͤݟたԂܳྍ法΍ 2000 年͔ࠒΒ࢝·ͬ
たԂܳ福祉の分野でのऔ組み͸農的活ಈであり、ۙ年޿がる農福連携のऔ組
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みのଟく͸「ゆる΍͔農業」と͍͑るɻ
ᾈɹऀྸߴͷ೶෱࿈ܞ

͜の「ゆる΍͔農業」のऔ組み͸、高齢者の農福連携にお͍ても期待͞Ε
るɻো֐΍ຫ性࣬ױを༗͢る高齢者にとͬて͸農的活ಈがϝインになるとߟ
͑ΒΕるが、デイαーϏスセンλーにお͍て出ՙௐ੔࡞業を行͏͜ともでき、
一部のデイαーϏスセンλーで͸農࢈෺を生࢈し地域の௚ച所へ出ՙして͍
ると͜Ζもあるɻ͞ΒにデイαーϏスセンλーをଔ業しब労ܧଓ支援 # 型事
業のར༻者となͬたり、事業をซ༻でར༻し޻௞をಘる高齢者も͍るʦ�ʧɻ͜
͏した「ゆる΍͔農業」への௅ઓがޙࠓ期待͞Εるɻ

·たհޢ༧๷として農業ະݧܦの元ؾ高齢者が、一般հޢ༧๷事業等の中
で農Ԃなどにお͍て農的活ಈを行͍生きが͍ͮくり、݈ͮ߁くりを行͏（高
஌県߳ඒࢢʦ�ʧ）ɻ͞Βに͸ൢചも行͍、৔合によͬて͸新نब農して͍く͜
とも可能であるɻ

ͦして一度農業生͔࢈ΒϦλイϠした元農Ոもൢചなどに͔͔る支援を͢
る͜とで復ؼ（高஌県ӽ஌ொʦ3ʧ）、ある͍͸ϦλイϠをݕ౼して͍る農Ոを
ूམӦ農組৫が฼ମとなͬて͍る農業法人などでޏ༻͢る͜とで、社会ࢀՃ
の機会、গな͍ながΒもऩ入をಘる機会、ަ流͢る機会などを創出して͍く
͜とが可能になる（޿島県府中ࢢʦ�ʧ）ɻ

者΍高齢者にとͬての農福連携として「ゆる΍͔農業」による֐ো、ޙࠓ
औ組みがॏཁとなΖ͏ɻ

ᾉɹੜऀځࠔ׆ͷ೶෱࿈ܞ
生活困窮者と͸、厚生労働省の生活困窮者自立支援法によΕ͹「現にܦ済

的に困窮し、࠷௿ݶ度の生活をҡ࣋͢る͜とができなくなるおͦΕのある者」
とあり、͜Ε͸͍Θゆる生活อޢ受څ者になる一าखલの困窮者と͍͏ɻ

2015 年に生活困窮者自立支援制度がࢪ行͞Ε、͜の中で生活困窮者のܦ
済的自立をਤるため、ब労४උ支援事業およびब労܇࿅事業がઃけΒΕて͍
るɻ

ब労४උ支援事業͸、ᶃ生活困窮者の中でもಛに働くための一ఆの४උを
ඞཁと͢る者を対৅に、都ಓ府県・ࢦఆ都ࢢ・中֩都ࢢ・一般ࢢが農業分野
をؚΉ͞·͟·な分野でのब労のための४උを行͏（ҕ託͢る͜ともできる）
ものであるɻ

ब労܇࿅事業͸、農業法人΍一般ا業等で生活困窮者の一般ब労へ޲けた
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޲࿅を行͏事業者を都ಓ府県等がೝఆし、生活困窮者͸ͦ͜で一般ब労へ܇
けた܇࿅を受けるɻ͜の৔合、ᶄ生活困窮者͸ແใु·た͸࠷௿௞金ະຬの
ใुを受けऔりながΒ܇࿅を行͏もの（ඇޏ༻型）と、ᶅ࠷௿௞金Ҏ上のใ
ुを受けऔりながΒ行͏もの（ޏ༻型）とに分͔Εるɻ

͜͏した中で、ᶃ΍ᶄの生活困窮者͸ᶅの生活困窮者にൺ΂、より४උ΍
࿅がඞཁな者である͜とがଟ͍ɻब労のલஈ֊として、生活ϦζϜを੔͑܇
たり、ଞ者とコミュニέーγϣンできるよ͏にしたり、ब労にҙཉをͬ࣋て
もΒ͏͜となどがඞཁになるɻ

ͭ·り、͜͜でも「ゆる΍͔農業」による一般ब労へ޲けた४උ΍܇࿅が
期待͞Εて͍るɻ

ᾊɹܐ༨ऀ౳ͷ೶෱࿈ܞ
͞·͟·なࡑを൜しڲਖ਼ࢪઃ（ܐ຿所・߆ஔ所・গ年Ӄ等）に入ͬた者の

ब労܇࿅、ある͍͸ब労ઌとして農業が஫໨͞Εて͍るɻ一ͭ͸ڲਖ਼ࢪઃ಺
における一般࡞業΍৬業܇࿅として、も͏一ͭ͸出所ޙのߋ生อࢪޢઃ等で
の܇࿅があるɻطに͍く͔ͭのڲਖ਼ࢪઃで͸、ϋウス΍࿐地での農࡞業を行ͬ
たり、৔合によͬて͸ࢪઃの֎である地域にお͍て農࡞業を行ͬて͍るʦ�ʧɻ
·たߋ生อࢪޢઃにお͍ても農࡞業による܇࿅を実ࢪし、อޢ期ؒをऴ͑、
農業法人等へब৬͢る者も͍るʦ�ʧɻ

業を੥けෛ͍、労働ྗ΍୲͍खෆ足にある地域࡞ઃ֎での農ࢪઃがࢪਖ਼ڲ
農業を支͑る͜とにܨがͬて͍るέースもあるɻ·た高齢な受ܐ者にとͬて
͸、ϦϋϏϦテーγϣンにもܨがるɻ

͜͏してো֐者ͩけでなく、高齢者、生活困窮者、ܐ༨者等の͞·͟·な
人ʑ（Ωϣーυー者）が「ゆる΍͔農業」を௨͡て、社会ࢀՃ΍ܦ済的自立
などをਤる͜とを໨͢ࢦ農福連携が「఺」として出現しており、ޙࠓ、͜Ε
Βのऔ組みが޿がͬて͍く͜とが期待͞Εるɻ

̑.౦೔ຊେ਒ࡂɺίϩφՒΛ௒͑ͯ

͜の 10 年のؒにଟくの自વ災֐がىき、·たܦ済֨ࠩが޿がͬて͍るɻ
ະી༗のඃ֐を受けた౦日本大震災、͜の 1、2 年のؒで໠Җをৼるͬて͍

る新型コロナウィルスによる݈߁ඃ֐、ͦΕΒに൐͏ܦ済・生活・ڥ؀へのӨ
化して͍るɻࠁがਂڹ

յによͬて、ଟくのഁڥ΍؀֐制؇和͞Βに自વ災ن、済のάローόル化ܦ
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人ʑがܦ済的なμϝーδを受ける一方、ශ෋のࠩが޿がͬたɻ
·たզが国全ମで一૚のগ子高齢化が͢͢み、人ޱが減গしͭͭあるɻͦし

て地方͔Β大都ࢢへの人ʑの流入、地方で͸ 65 Ҏ上がࡀ 50% を超͑るݶ界ू
མの૿Ճ、一૚のաૄ化とগ子高齢化が͢͢Μで͍るɻ

農業分野で͸、農業ब業人ޱ΍װج的農業ै事者の減গがଓ͍て͍るɻװج
的農業ै事者͸ 2015 年に͸ 175�7 ສ人であͬたものが 2020 年に͸ 136�1
ສ人へと年ؒ 8 ສ人ͣͭ減ͬて͍る（農ྛਫ࢈省ϗーϜϖーδより）ɻ

ো֐者͸ 2014 年に͸ 787�9 ສ人であͬたものが 2019 年に͸ 964�7 ສ人
へと૿Ճして͍る（「ো֐者നॻ」より）ɻ

高齢者（65 Ҏ上）͸、2015ࡀ 年͸ 3
392 ສ人であͬたが 2019 年に͸
3
558 ສ人へ૿Ճ（総຿省ϗーϜϖーδより）し、ཁհޢೝఆ者਺͸ 602 ສ
人͔Β 669 ສ人へと૿Ճ（「հޢอݥ事業ঢ়گใࠂ」より）して͍るɻ

子どもの਺（15 ະຬ）͸、2015ࡀ 年͸ 1
595 ສ人であͬたものが 2019
年に͸ 1
533 ສ人へと減গして͍る（総຿省ϗーϜϖーδより）ɻ

·たコロナՒにお͍て、生活困窮者、生活อޢ受څ者、ࣦ業者などの਺も૿
͑ͭͭあるɻ

͜Ε͸人ޱが減গ͢る中で、5
000 ສ人を超͑る人ʑが社会อোの対৅とな
り、福祉αーϏスを受ける対৅が૿Ճして͍る͜とをࣔ͢ɻ͞Βに͸、࣍世୅
を୲͏若者の਺͸減গして͍るɻ·たো֐者、高齢者、生活困窮者、生活อޢ
受څ者͸、ͦΕͧΕの制度Լに分அ͞Ε、·た地域にお͍て分அ・ݽ立͢るঢ়
立して͍るɻͭ·り、福祉ݽにあるɻ子どもも֩Ո଒化΍গ子化などの中でگ
αーϏスをඞཁと͢る人ʑが૿͑、人とݽ立、地域΍社会とݽ立を͢るよ͏に
なͬて͍るɻ

国͸、͜͏したঢ়گに対応͢るために、社会อোαーϏスのॆ実΍ݟ௚しを
ਤると共に、̞̩等による効率化を͢͢め、ෆ足͢るモϊ͸ւ֎͔Β༌入し、
·たඞཁな人ࡐもւ֎͔Βิ͏͜とを͢͢めて͍る（し͔し、一方で͜Ε͸͞
Βにάローόル化をଅਐ͢るଆ໘がある）ɻͩが、コロナՒ͸͜の流Εを一ม͞
ͤたɻ͜Ε·で福祉αーϏスを受ける対৅Ҏ֎の人ʑもͦの対৅となり、ւ֎
͔Βの人څڙࡐがࢭ·りͭͭあるɻͦ͏した中で͞Βに一૚、̞̩等を༻͍新
たなܨがり、働き方、生活のあり方を໛͢ࡧるよ͏になͬたɻ

ͩが、ٛڱの農福連携の現৔͸、福祉αーϏスを受ける対৅が主ମともなり
αーϏス΍モϊをఏڙし、地域の人ࡐෆ足をิͬて͍るɻٛ޿の農福連携の現
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৔、農福 �Ћ連携が͢͢め͹、͞Βにଟくの人ʑが໾ׂをͭ࣋৔が創出͞Ε、
地域の༷ʑな࢈業΍生活を支͑る͜とにܨがͬて͍くɻ·た৔合によͬて͸、
医ྍ΍ো֐福祉αーϏス΍հޢαーϏスなどに͔͔る費༻を௿減ͤ͞、ͦして
新たな税ऩを生Ή͜とも可能となるɻ

Ճ͑て、ٛڱの農福連携、ٛ޿の農福連携、農福 �Ћ連携によͬて、ࠓ日的
な新たなコミュέーγϣンのΧλνをͭくる͜と、Ωϣーυー者をؚΉ͞·͟
·な人ʑが共に生きる͑ߟ方・働き方・ֶび方・฻Βし方・地域のͭくり方・
社会γステϜのあり方を創出͢る͜ともできるɻ

ͦΕ͸地方および現৔͔ΒͦΕͧΕの地域に応͡た農福連携、農福 �Ћ連携
によͬて、都ࢢをؚめたզʑの生き方をม͑るものとなΖ͏ɻ

実͸、コロナՒによͬて·͢·͢農福連携への期待が高·りͭͭあるɻྫ͑
͹、֎国人に୅Θͬてো֐者が農業の労働ྗになͬて͍ると͜Ζも出てきて͍
るɻ人ʑを地域にお͍て再݁合し、地域の͞·͟·な人ʑが支͑あ͍、地域を
ͭくͬて͍るのであるɻ

զʑ͸足元͔Βͦして࠷も਎ۙなと͜Ζ͔Βも͏一度一人ͻとりの生き方、
地域、社会γステϜをݟ௚࣌͢期にདྷて͍るɻ

社会のม革͸「ऑく、খ͞く、ԕく」͔Β࢝·ͬて͍るのであるɻͦのखஈ
の一ͭが農福連携であるɻ

΁のϑΣʔζ࣍.̒

農福連携͸͜Ε·で福祉αイυが中৺となͬて޿がͬてきたऔ組みであり、
ۙ年͸農業αイυのऔ組みも拡ॆしͭͭあるɻ福祉αイυが第一ϑΣーζと͢
Ε͹、農業αイυのऔ組み͸第ೋϑΣーζと͍͑るɻ

͞Βに福祉΍農業αイυ͔Β地域ॅຽ、消費者、都ॅࢢຽ、ا業などへも連
携を޿めて͍く͜とがॏཁとなͬて͍るɻͦして農福連携のϚインυをよりଟ
くの人ʑ（国ຽ）に޿めて͍く͜とが第ࡾϑΣーζとなるɻզʑ͸農福連携͔
Β自分たͪの生き方、͑ߟ方をֶͿのであるɻ·た地域ॅຽ、消費者΍都ࢢの
ଆの人ʑが農福連携で生͞࢈Εたものをߪ入͢る͜とで、農福連携がܧଓ・発
ల͢るものとなるɻ

͞Βに͜のઌに世界をݟਾ͑る͜とがॏཁとなるɻ͜Ε·での世界͸、Ԥถ
型の「ೋ元࿦」中৺のࢥ૝であり、͜Ε͸「ࢲとあなた͸別」であり、ྫ͑͹
തѪ΍ไ࢓など͸「ࢲ͸あなたのために͢る」と͍͏͜とになるɻͩが農福連
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携のϚインυ͸「一元࿦」であり、「ࢲとあなた͸同͡」であるɻ͜Ε͸͢΂
てのものに͍のͪがあると͍͏ീඦສのਆのਫ਼ਆにͮجくものであるɻͭ·り、
農福連携͸ো֐者のために行͏のでもなく、農業のために行͏のでもな͍ɻ૒
方がඞཁである͔Βଘࡏし、実͸ো֐者も農業もզʑ人ؒにとͬてඞཁなଘࡏ
なのであるɻզʑ͸ো֐者をؚΉଟ༷な人ʑと生きる社会をͭくるために、ো
者΍農福連携͔ΒֶͿ͜とがඞཁなのであるɻ൴Β͸よりଟ༷な社会をͭく֐
るために生·Εଘࡏして͍るのであるɻ農業͸本དྷの自વと人ؒの関܎、人ؒ
ͩけでなく͔ͭてのཬࢁのよ͏に自વのଟ༷性も豊͔になる関܎を構ங͢る͜
とを໨͞ࢦなけΕ͹なΒな͍ɻ

͜͏したϚインυを日本͔Β世界へ޿げて͍く͜とが、求めΒΕて͍ると͍
͑るɻܦ済のάローόル化΍自༝๵қ΍̞̩化など͸本དྷ͸一人ͻとりの͍の
ͪ΍自વを豊͔に͢るものでなけΕ͹なΒな͍ɻͩが、ೋ元࿦の中で大きなน
にͿ͔ͭͬて͍るɻ͜͏した中で、「͞·͟·な͍のͪが共に生きる」社会ͦし
て世界をͭくる͜とが求めΒΕるのであるɻ

͜の͔͑ߟΒ行け͹、͜Ε·での੓࣏΍ܦ済などにറΒΕͣ、現৔͔Β地域
͔Β新たなऔ組みを生み出し、օで共に支͑合͏、ͦして͢΂ての͍のͪがً
く世界をͭくる͜とができよ͏ɻ͜͜に農福連携の໨͢ࢦ第࢛ϑΣーζがあるɻ
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